<Material> Materials on Letter of Family Law in the late Tokugawa Japan (5) by 髙木 侃
《
資
料
》
徳
川
時
代
後
期
家
族
法
関
係
史
料

―
永
青
文
庫
所
蔵
『
離
婚
并
義
絶
帳
』

―

木
侃
解
題
一
前
回
に
続
き
、
永
青
文
庫
所
蔵
『
離
婚
并
義
絶
帳
』（
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
寄
託
文
書
、
一
冊
、
請
求
番
号
十
二
、
十
七
、
十
八
）
を
翻
刻
す
る
。
全
文
掲
載
は
大
部
で
あ
る
の
で
、
六
一
丁
か
ら
一
一
四
丁
ま
で
を
翻
刻
し
た
が
、
丁
数
に
つ
い
て
は
煩
瑣
に
わ
た
る
の
で
省
略
し
た
。
史
料
に
は
算
用
数
字
で
番
号
を
付
し
た
が
、
離
婚
で
な
い
も
の
も
若
干
混
在
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
漢
数
字
を
付
し
た
。
な
お
、
史
料
を
精
査
し
て
、
離
婚
理
由
、
離
縁
に
つ
い
て
の
申
談
（
相
談
）
の
文
言
の
有
無
、
義
絶
の
有
無
な
ど
の
統
計
的
な
分
析
は
次
回
に
ゆ
ず
る
。
本
小
稿
が
な
る
は
、
偏
に
財
団
法
人
永
青
文
庫
お
よ
び
文
書
寄
託
先
で
あ
る
熊
本
大
学
付
属
図
書
館
の
ご
好
意
、
同
大
学
名
誉
教
授
松
本
寿
三
郎
・
同
永
青
文
庫
史
料
専
門
員
川
口
恭
子
両
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
も
の
で
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
二
こ
こ
で
は
離
縁
の
届
で
あ
る
「
口
上
覚
」・「
覚
」
が
最
終
的
に
「
機
密
間
（
機
局
と
も
い
う
）」
に
達
せ
ら
れ
る
。
こ
の
「
機
密
間
」
の
機
能
に
簡
略
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
（
１
）
。
熊
本
藩
で
は
幾
度
か
藩
政
機
構
改
革
を
行
っ
て
い
る
が
、
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
七
月
、
そ
れ
ま
で
の
家
老
月
番
制
を
改
め
て
、
日
々
用
番
制
と
し
、
こ
れ
の
事
務
を
す
べ
て
奉
行
所
家
老
間
、
つ
ま
り
家
老
事
務
局
と
い
え
る
機
密
間
で
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
機
密
間
へ
家
老
を
は
じ
め
中
老
・
大
奉
行
・
御
奉
行
た
ち
が
参
集
し
て
武
士
た
ち
の
功
績
と
賞
罰
、
隠
居
・
家
督
相
続
等
の
知
行
問
題
、
役
料
の
吟
味
等
を
行
っ
た
。
そ
の
職
務
に
「
縁
組
願
之
事
」
が
あ
り
、
離
婚
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
決
裁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
別
な
意
味
で
、
役
所
と
私
宅
の
分
離
、
す
な
わ
ち
、
公
私
の
峻
別
を
な
し
た
こ
と
に
な
る
。
従
来
家
老
の
決
裁
が
必
要
な
も
の
53
は
そ
の
私
宅
で
決
裁
を
う
け
て
い
た
の
で
、
家
老
の
家
司
た
ち
に
よ
る
恣
意
的
遅
延
が
し
ば
し
ば
起
こ
り
、
事
実
上
執
政
権
が
家
老
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
家
老
家
司
た
ち
の
発
言
力
が
高
く
な
り
、「
陪
臣
国
命
を
取
る
」
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
今
度
は
私
宅
か
ら
至
近
距
離
に
あ
る
奉
行
所
内
に
機
密
間
を
新
設
し
て
家
老
た
ち
を
日
々
（
右
の
通
り
そ
れ
ま
で
は
月
番
制
）
そ
こ
へ
出
勤
さ
せ
た
。
し
か
も
機
密
間
の
佐
弐
役
（
事
務
官
）
は
奉
行
の
配
下
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
家
老
家
司
の
専
断
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
三
こ
こ
で
、
も
う
一
つ
前
回
に
は
み
ら
れ
ず
、
今
回
以
降
に
見
出
さ
れ
た
「
末
期
離
婚
」
に
注
目
し
た
い
。「
末
期
」
と
い
え
ば
、
武
家
家
族
法
上
の
家
相
続
を
目
的
と
す
る
養
子
の
一
形
態
で
あ
る
「
末
期
養
子
」
（
２
）
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
れ
は
危
篤
の
病
床
で
出
願
す
る
養
子
で
、
急
養
子
と
も
い
わ
れ
る
が
、
武
家
法
で
は
死
後
の
養
子
出
願
を
認
め
な
い
か
ら
、
相
続
人
不
存
在
で
家
の
断
絶
を
回
避
す
る
に
は
、
末
期
養
子
に
よ
る
以
外
に
方
法
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
末
期
離
婚
」
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
た
も
の
は
な
く
、
は
じ
め
て
論
ず
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
「
末
期
離
婚
（
文
中
で
は
離
縁
）」
を
出
願
し
た
実
例
を
み
る
と
、
今
回
は
九
例
、
次
回
に
九
例
、
総
計
一
八
例
あ
る
（
う
ち
、
夫
妻
双
方
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
四
例
を
含
む
）。
こ
の
義
絶
帳
に
載
せ
ら
れ
た
も
の
が
総
計
二
五
八
例
で
あ
る
か
ら
、
末
期
離
婚
の
数
は
全
体
の
約
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。
そ
の
実
例
の
初
出
は
史
料
１０８
で
あ
る
が
、
書
式
が
整
っ
た
と
思
わ
れ
る
史
料
１４６
の
覚
を
引
用
し
よ
う
。
覚
私
二
女
、
松
村
十
之
進
養
子
烈
之
介
妻
ニ
遣
置
申
候
処
、
同
人
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
仕
、
私
方
ニ
引
取
置
申
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
〔
安
政
四
年
〕
十
二
月
斎
藤
又
左
衛
門
ち
な
み
に
、
史
料
１０８
は
「
末
期
ニ
至
申
置
候
筋
御
座
候
間
」
と
あ
り
、
史
料
１１６
は
「
病
死
仕
候
処
…
…
末
期
ニ
至
離
縁
仕
候
」
と
表
現
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
史
料
１０８
に
は
妻
方
の
口
上
覚
が
『
士
席
以
上
義
絶
ニ
付
届
』（
永
青
文
庫
蔵
）〔
一
冊
、
十
二
、
十
七
、
十
七
―

木
注
〕
に
夫
方
の
口
上
覚
の
前
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
す
る
。
口
上
之
覚
志
賀
何
右
衛
門
娘
、
伊
津
野
準
作
嫡
子
伊
津
野
喜
平
太
と
縁
組
仕
候
処
、
喜
平
太
及
末
期
離
縁
仕
候
段
、
申
遣
候
趣
御
座
候
間
、
何
右
衛
門
方
え
引
取
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
嘉
永
七
年
也
代
聞
六
月
内
尾
源
八
と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
「
末
期
離
婚
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
右
の
安
政
四
年
以
降
は
お
お
む
ね
「
同
人
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
仕
」
と
な
る
。
た
だ
、
夫
方
の
末
期
離
縁
の
覚
（
史
料
１５４
）
を
う
け
て
提
出
さ
れ
た
妻
方
の
覚
（
史
料
１５５
）
で
は
「
存
54
生
之
内
存
寄
御
座
候
ニ
付
、
離
縁
仕
候
」
と
あ
る
だ
け
で
、「
及
末
期
」
の
文
言
が
欠
け
て
い
る
。
し
か
し
、
同
一
事
例
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
末
期
離
婚
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
及
末
期
」の
文
言
を
欠
い
た
史
料
１４９
も「
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
ニ
付
」
の
文
言
が
あ
る
の
で
、
末
期
離
婚
と
推
測
し
、
同
様
の
史
料
１５５
も
末
期
離
婚
と
し
て
扱
っ
た
。
さ
て
、
一
般
に
知
ら
れ
る
末
期
養
子
と
似
て
い
る
点
は
、
病
床
で
危
篤
に
際
し
て
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
他
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
末
期
養
子
は
家
の
存
続
の
た
め
に
な
さ
れ
た
が
、
末
期
離
婚
は
ど
の
よ
う
な
必
要
か
ら
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
夫
本
人
は
ま
も
な
く
死
去
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
婚
姻
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
夫
婦
間
の
問
題
で
離
婚
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
す
る
と
、
残
さ
れ
た
寡
婦
に
か
か
わ
る
問
題
で
、
二
つ
の
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
一
は
残
さ
れ
た
寡
婦
と
家
族
間
の
問
題
、
い
わ
ゆ
る
嫁
姑
問
題
を
事
前
に
回
避
し
た
い
配
慮
か
ら
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
か
つ
て
庶
民
に
お
け
る
寡
婦
を
実
家
に
返
す
こ
と
に
論
及
し
た
こ
と
が
あ
る
（
３
）
。
す
な
わ
ち
、
夫
死
亡
後
に
寡
婦
と
な
っ
た
母
を
倅
が
実
家
に
返
す
事
例
で
、
こ
こ
で
は
家
族
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
嫁
姑
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
が
目
的
と
考
え
た
。
同
時
に
他
家
に
嫁
い
だ
娘
が
実
家
へ
の
帰
属
性
が
強
か
っ
た
こ
と
を
証
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
武
家
に
あ
っ
て
も
、
同
様
に
嫁
姑
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
重
病
の
床
で
夫
が
妻
を
離
縁
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
世
継
ぎ
の
嫡
男
と
そ
の
離
縁
さ
れ
る
母
と
が
実
母
で
あ
る
か
継
母
で
あ
る
か
は
史
料
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。
二
は
残
さ
れ
た
寡
婦
が
若
か
っ
た
と
き
、
こ
れ
を
夫
家
に
縛
り
付
け
て
お
く
こ
と
は
よ
し
と
さ
れ
ず
、
再
婚
の
道
を
選
ん
で
幸
せ
に
な
れ
と
の
夫
に
よ
る
配
慮
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
「
舅
去
り
」
に
よ
る
こ
と
な
く
、
夫
に
よ
る
離
婚
と
い
う
こ
と
で
解
決
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
九
事
例
を
み
る
限
り
（
二
事
例
が
夫
妻
双
方
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
質
七
事
例
）、
夫
は
嫡
子
（
史
料
１０８
）
も
し
く
は
養
子
（
史
料
１４６
）
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
事
例
も
妻
は
実
家
当
主
の
娘
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
夫
婦
は
い
ず
れ
も
親
が
健
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
や
若
年
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
と
す
れ
ば
、
寡
婦
の
幸
せ
を
考
慮
し
た
後
者
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
種
の
「
末
期
離
婚
」
は
新
た
に
見
出
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
か
ら
、
さ
ら
に
史
料
収
集
の
上
、
他
家
に
嫁
い
だ
娘
の
実
家
へ
の
帰
属
性
の
観
点
も
ふ
ま
え
、
検
討
し
た
い
と
思
う
。
注（１
）
鎌
田
浩
『
熊
本
藩
の
法
と
政
治
』（
創
文
社
、
一
九
八
九
年
）
六
一
頁
以
下
、
二
〇
一
・
二
六
三
頁
。『
新
編
熊
本
市
史
通
史
編
第
三
巻
近
世

』（
新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
、
平
成
一
三
年
）
四
〇
五
頁
以
下
。
（
２
）
山
田
勉
「
末
期
養
子
」（『
事
典
家
族
』
弘
文
堂
、
平
成
八
年
）
55 徳川時代後期家族法関係史料（五）
七
七
三
頁
以
下
。
（
３
）

木
侃
「
母
を
実
家
に
返
す
こ
と
」（
比
較
家
族
史
学
会
編
『
比
較
家
族
史
研
究
』
第
五
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
九
九
頁
以
下
。
【
付
記
】
本
稿
は
平
成
十
八
年
度
専
修
大
学
研
究
助
成
（
個
別
研
究
）
を
え
た
「
徳
川
時
代
の
内
縁
・
妾
・
義
絶
に
関
す
る
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
、
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
、
史
料
目
次
９５
嘉
永
六
年
正
月
谷
内
蔵
允
妻
離
婚
に
つ
き
同
役
よ
り
口
上
覚
９６
嘉
永
六
年
正
月
同
妻
方
口
上
覚
９７
嘉
永
六
年
二
月
杉
本
瀬
兵
衛
養
女
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
９８
嘉
永
六
年
二
月
鎌
田
軍
之
助
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
９９
嘉
永
六
年
三
月
平
野
萬
之
進
二
女
離
婚
に
つ
き
覚
１００
嘉
永
六
年
七
月
三
渕
仕
津
摩
叔
母
後
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１０１
嘉
永
六
年
七
月
財
津
太
郎
右
衛
門
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１０２
嘉
永
六
年
七
月
同
妻
方
口
上
覚
１０３
嘉
永
六
年
八
月
大
野
伝
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１０４
嘉
永
六
年
九
月
吉
田
権
左
衛
門
次
女
離
婚
に
つ
き
覚
１０５
嘉
永
六
年
十
月
不
破
太
郎
七
後
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１０６
嘉
永
六
年
十
月
堀
内
平
助
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１０７
嘉
永
六
年
十
月
竹
原
平
八
後
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１０８
嘉
永
七
年
六
月
伊
津
野
喜
平
太
妻
末
期
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１０９
嘉
永
七
年
九
月
高
橋
二
助
養
妹
離
婚
に
つ
き
覚
１１０
嘉
永
七
年
十
月
的
場
甚
右
衛
門
後
妻
離
婚
に
つ
き
上
司
達
１１１
嘉
永
七
年
十
月
同
妻
方
達
１１２
嘉
永
七
年
十
月
小
笠
原
多
吉
姪
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１１３
嘉
永
七
年
十
二
月
柏
原
新
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１１４
安
政
二
年
四
月
野
田
一
之
助
後
妻
離
婚
に
つ
き
上
司
達
１１５
安
政
二
年
五
月
野
田
弥
三
左
衛
門
二
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１１６
安
政
二
年
六
月
下
田
権
次
郎
妻
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
１１７
安
政
二
年
十
月
兼
坂
諄
次
郎
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１１８
安
政
二
年
十
月
同
妻
方
覚
１１９
安
政
三
年
二
月
栗
原
伊
左
衛
門
三
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１２０
安
政
三
年
二
月
山
崎
瀬
兵
衛
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１２１
安
政
三
年
五
月
長
塩
彦
蔵
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１２２
安
政
三
年
六
月
同
妻
方
覚
１２３
安
政
三
年
六
月
妹
尾
佐
七
左
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
同
役
覚
１２４
安
政
三
年
八
月
渡
辺
一
郎
左
衛
門
伯
母
離
婚
に
つ
き
覚
四
安
政
三
年
九
月
松
下
亀
喜
養
妹
養
女
に
遣
す
も
離
縁
差
戻
56
し
に
つ
き
口
上
覚
１２５
安
政
三
年
九
月
岡
田
甚
十
郎
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１２６
安
政
三
年
九
月
村
山
四
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１２７
安
政
三
年
十
月
大
河
原
次
郎
九
郎
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１２８
安
政
三
年
十
月
須
佐
美
権
之
允
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１２９
安
政
三
年
十
月
同
口
上
覚
１３０
安
政
三
年
十
一
月
江
戸
詰
安
田
新
次
郎
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１３１
安
政
三
年
十
一
月
中
根
丈
右
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１３２
安
政
四
年
二
月
大
西
勘
十
郎
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１３３
安
政
四
年
五
月
井
上
加
右
衛
門
二
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１３４
安
政
四
年
閏
五
月
磯
谷
半
兵
衛
妹
離
婚
に
つ
き
覚
１３５
安
政
四
年
閏
五
月
志
水
平
十
郎
養
妹
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１３６
安
政
四
年
閏
五
月
清
田
八
左
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１３７
安
政
四
年
閏
五
月
沢
村
尉
左
衛
門
叔
母
離
婚
に
つ
き
覚
１３８
安
政
四
年
閏
五
月
福
田
次
郎
右
衛
門
娘
嫁
娶
前
婚
姻
解
消
に
つ
き
覚
１３９
安
政
四
年
六
月
都
築
輔
佐
彦
嫁
娶
前
婚
姻
解
消
に
つ
き
覚
１４０
安
政
四
年
六
月
同
妻
方
覚
１４１
安
政
四
年
八
月
柏
原
新
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１４２
安
政
四
年
九
月
志
水
一
学
妻
嫁
娶
前
婚
姻
解
消
に
つ
き
覚
１４３
安
政
四
年
九
月
同
妻
方
覚
１４４
安
政
四
年
九
月
林
才
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１４５
安
政
四
年
九
月
同
妻
方
覚
１４６
安
政
四
年
十
二
月
斎
藤
又
左
衛
門
二
女
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
１４７
安
政
四
年
十
二
月
同
妻
方
覚
１４８
安
政
五
年
二
月
石
寺
甚
助
妹
離
婚
に
つ
き
縁
家
口
上
覚
１４９
安
政
五
年
六
月
沢
村
宮
門
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
１５０
安
政
五
年
六
月
小
田
原
九
郎
左
衛
門
妹
離
婚
に
つ
き
覚
１５１
安
政
五
年
六
月
沢
村
宮
門
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
上
司
達
１５２
安
政
五
年
六
月
佐
藤
仙
太
郎
妻
婚
姻
直
後
離
婚
に
つ
き
達
１５３
安
政
五
年
六
月
同
妻
方
覚
１５４
安
政
五
年
七
月
佐
藤
半
之
助
妻
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
１５５
安
政
五
年
七
月
同
妻
方
覚
１５６
安
政
五
年
七
月
堀
内
三
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
１５７
安
政
五
年
九
月
山
室
宗
全
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１５８
安
政
五
年
九
月
内
藤
宗
民
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１５９
安
政
五
年
十
月
久
武
弥
平
左
衛
門
妹
離
婚
に
つ
き
覚
１６０
安
政
五
年
十
一
月
清
水
数
馬
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１６１
安
政
五
年
十
一
月
永
田
三
郎
兵
衛
養
姉
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１６２
安
政
六
年
四
月
西
山
大
衛
養
方
叔
母
離
婚
に
つ
き
覚
１６３
安
政
六
年
四
月
同
夫
方
覚
１６４
安
政
六
年
五
月
八
木
田
久
右
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
覚
１６５
安
政
六
年
五
月
河
喜
多
治
部
右
衛
門
養
妹
離
婚
に
つ
き
覚
１６６
安
政
六
年
五
月
金
森
七
之
助
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
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１６７
安
政
六
年
六
月
佐
分
利
平
次
郎
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１６８
安
政
六
年
六
月
青
地
源
右
衛
門
養
妹
離
婚
に
つ
き
覚
１６９
安
政
六
年
七
月
尾
藤
助
之
丞
末
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１７０
安
政
六
年
七
月
金
森
兵
左
衛
門
養
妹
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
１７１
安
政
六
年
七
月
林
才
兵
衛
後
妻
離
婚
に
つ
き
覚
史
料
９５
嘉
永
六
年
正
月
谷
内
蔵
允
妻
離
婚
に
つ
き
同
役
よ
り
口
上
覚
口
上
之
覚
同
役
谷
内
蔵
允
儀
、
嘉
永
三
年
正
月
斎
藤
又
左
衛
門
娘
と
縁
組
願
之
通
被
仰
出
置
候
処
、
不
呑
込
之
儀
御
座
候
間
、
内
輪
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
可
然
様
被
成
御
達
可
被
下
候
、
以
上
正
月
杉
山
理
兵
衛
嘉
永
六
年
正
月
十
八
日
右
書
付
松
井
典
禮
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
９６
嘉
永
六
年
正
月
同
妻
方
口
上
覚
口
上
之
覚
私
娘
嘉
永（マ
マ
）正
月
谷
内
蔵
允
と
縁
組
願
之
通
被
仰
出
置
候
処
、
不
呑
込
之
儀
御
座
候
間
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
正
月
斎
藤
又
左
衛
門
嘉
永
六
年
正
月
廿
日
右
書
付
有
吉
頼
母
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
９７
嘉
永
六
年
二
月
杉
本
瀬
兵
衛
養
女
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
即
生
寺
妹
、
私
隠
居
杉
本
瀬
兵
衛
養
女
ニ
仕
、
小
橋
加
右
衛
門
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
合
兼
候
ニ
付
、
双
方
熟
談
之
上
、
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
二
月
杉
本
平
之
允
９８
嘉
永
六
年
二
月
鎌
田
軍
之
助
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
甥
鎌
田
軍
之
助
儀
、
益
田
弥
一
右
衛
門
妹
と
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
申
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
被
成
御
達
可
被
下
候
、
以
上
二
月
鎌
田
左
一
郎
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後
藤
尉
右
衛
門
殿
嘉
永
六
年
二
月
廿
三
日
右
書
付
三
渕
志
津
摩
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
９９
嘉
永
六
年
三
月
平
野
萬
之
進
二
女
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
二
女
、
木
村
十
一
郎
妻
ニ
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
由
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
間
可
然
様
奉
願
候
、
以
上
三
月
平
野
萬
之
進
嘉
永
六
年
三
月
廿
四
日
右
書
付
氏
家
甚
左
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１００
嘉
永
六
年
七
月
三
渕
仕
津
摩
叔
母
後
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
養
方
之
叔
母
、
長
谷
川
十
之
允
と
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
様
子
有
之
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
可
被
下
候
、
以
上
七
月
三
渕
志
津
摩
嘉
永
六
年
七
月
十
七
日
右
書
付
堀
丹
右
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１０１
嘉
永
六
年
七
月
財
津
太
郎
右
衛
門
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
縁
家
財
津
太
郎
右
衛
門
儀
、
井
上
才
七
叔
母
と
後
妻
縁
組
仕
居
申
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
七
月
寺
本
八
郎
右
衛
門
嘉
永
六
年（
マ
マ
）
八
月
廿
八
日
右
書
付
坂
崎
忠
左
衛
門
、
松
野
直
生
よ
り
添
簡
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１０２
嘉
永
六
年
七
月
同
妻
方
口
上
覚
口
上
之
覚
私
叔
母
、
財
津
太
郎
右
衛
門
と
後
妻
縁
組
仕
置
申
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
七
月
井
上
才
七
七
月
廿
九
日
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右
書
付
衛
士
殿
よ
り
添
簡
ヲ
以
相
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１０３
嘉
永
六
年
八
月
大
野
伝
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
尾
藤
貞
右
衛
門
妹
と
、
天
保
十
三
年
二
月
よ
り
大
野
伝
兵
衛
え
嫁
娶
仕
居
申
候
処
、
多
病
ニ
御
座
候
て
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
由
ニ
御
座
候
、
此
段
私
よ
り
御
達
仕
候
、
以
上
大
組
附
三
渕
志
津
摩
組
也
八
月
生
源
寺
市
兵
衛
嘉
永
六
年
八
月
廿
五
日
右
書
付
三
渕
志
津
摩
よ
り
添
簡
ヲ
以
達
有
之
候
間
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１０４
嘉
永
六
年
九
月
吉
田
権
左
衛
門
次
女
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
次
女
、
竹
原
九
左
衛
門
名
跡
相
続
之
二
男
竹
原
平
八
妻
ニ
て
御
座
候
、
不
在
付
ニ
付
、
今
度
双
方
熟
談
之
上
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
九
月
吉
田
権
左
衛
門
嘉
永
六
年
九
月
十
三
日
右
書
付
木
村
次
郎
左
衛
門
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
間
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１０５
嘉
永
六
年
十
月
不
破
太
郎
七
後
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
不
破
太
郎
七
儀
、
池
辺
次
郎
助
妹
と
弘
化
二
年
十
二
月
後
妻
嫁
娶
仕
置
候
処
、
病
気
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
申
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
月
新
居
市
左
衛
門
嘉
永
六
年
十
月
八
日
一
右
書
付
衛
士
殿
添
翰
ニ
て
被
相
達
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１０６
嘉
永
六
年
十
月
堀
内
平
助
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
嫡
子
堀
内
平
助
妻
、
成
瀬
伍
助
孫
女
ニ
て
御
座
候
、
不
在
付
ニ
付
、
今
度
双
方
熟
談
之
上
、
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
若
殿
様
御
附
也
十
月
堀
内
弾
左
衛
門
嘉
永
六
年
十
月
十
二
日
右
書
付
木
村
次
郎
左
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
間
、
機
密
間
え
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達
込
候
事
１０７
嘉
永
六
年
十
月
竹
原
平
八
後
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
相
続
之
二
男
竹
原
平
八
え
吉
田
権
左
衛
門
末
女
と
、
嘉
永
三
年
十
一
月
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
往
々
不
呑
込
之
儀
御
座
候
付
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
月
竹
原
九
左
衛
門
嘉
永
六
年
十
月
十
六
日
右
書
付
藪
三
左
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
間
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１０８
嘉
永
七
年
六
月
伊
津
野
喜
平
太
妻
末
期
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
同
役
伊
津
野
準
作
嫡
子
伊
津
野
喜
平
太
儀
、
昨
十
日
病
死
仕
候
、
然
処
同
人
妻
は
志
賀
何
右
衛
門
娘
ニ
て
御
座
候
処
、
末
期
ニ
至
申
置
候
筋
御
座
候
間
、
和
談
ニ
て
、
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
小
山
丹
吾
嘉
永
七
年
六
月
十
二
日
右
書
付
御
用
人
中
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
間
、
機
密
間
え
達
込
候
事１０９
嘉
永
七
年
九
月
高
橋
二
助
養
妹
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
養
方
之
妹
平
野
丹
右
衛
門
嫡
子
同
苗
新
右
衛
門
之
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
罷
成
申
候
間
、
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
九
月
八
代
御
目
付
也
高
橋
二
助
嘉
永
七
年
九
月
廿
三
日
右
書
付
八
代
御
番
頭
綾
部
四
郎
助
・
堀
七
郎
兵
衛
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
間
、
機
密
之
間
え
達
込
候
事
１１０
嘉
永
七
年
十
月
的
場
甚
右
衛
門
後
妻
離
婚
に
つ
き
上
司
達
拙
者
組
的
場
甚
右
衛
門
儀
、
松
野
斎
妹
と
後
妻
縁
組
い
た
し
置
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
致
離
縁
候
、
尤
義
絶
は
い
た
し
不
申
段
相
達
申
候
間
、
則
相
達
申
候
、
以
上
十
月
八
日
御
備
頭
也
御
奉
行
衆
中
藪
三
左
衛
門
嘉
永
七
年
十
月
八
日
右
紙
面
機
密
間
え
達
込
候
事
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１１１
嘉
永
七
年
十
月
同
妻
方
達
覚
私
妹
的
場
甚
左
衛
門
後
妻
え
遣
置
申
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
月
松
野
斎
嘉
永
七
年
寅
十
月
十
二
日
右
書
付
堀
丹
右
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
間
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１１２
嘉
永
七
年
十
月
小
笠
原
多
吉
姪
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
育
之
姪
、
寺
本
八
郎
助
隠
居
彦
坂
至
と
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
ニ
合
兼
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
届
仕
候
間
、
可
然
様
御
頼
申
候
、
以
上
十
月
小
笠
原
多
吉
十
月
廿
九
日
右
書
付
多
吉
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１１３
嘉
永
七
年
十
二
月
柏
原
新
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
同
姓
柏
原
新
兵
衛
儀
、
有
吉
頼
母
殿
養
方
之
叔
母
と
縁
組
仕
居
申
候
処
、
家
風
ニ
合
兼
申
候
ニ
付
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
以
上
十
二
月
柏
原
次
郎
四
郎
嘉
永
七
年
寅
十
二
月
廿
九
日
右
書
付
藪
三
左
衛
門
御
備
頭
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１１４
安
政
二
年
四
月
野
田
一
之
助
後
妻
離
婚
に
つ
き
上
司
達
拙
者
組
脇
野
田
一
之
助
儀
、
雑
賀
甚
兵
衛
姉
と
、
天
保
八
年
六
月
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
申
候
段
相
達
申
候
間
、
此
段
御
達
申
候
、
以
上
四
月
二
日
松
山
権
兵
衛
御
奉
行
衆
中
安
政
二
年
四
月
二
日
右
紙
面
機
密
間
え
達
込
候
事
１１５
安
政
二
年
五
月
野
田
弥
三
左
衛
門
二
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
二
女
細
川
山
城
守
様
御
家
来
佐
久
間
勘
左
衛
門
忰
佐
久
間
平
之
進
と
縁
組
仕
置
候
之
処
、
内
証
様
子
御
座
候
間
、
熟
談
ヲ
以
、
相
引
離
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縁
仕
候
、
尤
義
絶
ハ
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
五
月
野
田
弥
三
左
衛
門
安
政
二
年
乙
卯
五
月
廿
七
日
右
書
付
坂
崎
忠
左
衛
門
御
留
守
居
大
頭
也
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１１６
安
政
二
年
六
月
下
田
権
次
郎
妻
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
養
子
下
田
権
次
郎
病
死
仕
候
処
、
右
同
人
妻
は
松
田
次
三
兵
衛
末
女
ニ
て
御
座
候
処
、
此
節
申
談
、
末
期
ニ
至
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
御
物
頭
列
所
々
御
目
付
也
六
月
下
田
儀
兵
衛
安
政
二
年
乙
卯
六
月
十
七
日
右
之
通
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１１７
安
政
二
年
十
月
兼
坂
諄
次
郎
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
嫡
子
兼
坂
諄
次
郎
儀
、
中
村
進
士
嫡
女
と
縁
組
仕
せ
置
候
処
、
病
気
ニ
付
、
相
引
離
縁
之
申
談
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
、
十
月
兼
坂
五
郎
右
衛
門
藪
三
左
衛
門
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
１１８
安
政
二
年
十
月
同
妻
方
覚
覚
私
娘
、
兼
坂
五
郎
右
衛
門
嫡
子
兼
坂
諄
次
郎
と
当
五
月
縁
組
仕
置
申
候
処
、
病
気
罷
成
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
月
廿
一
日
中
村
進
士
大
木
舎
人
殿
安
政
二
年
十
月
廿
五
日
舎
人
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
右
書
付
機
密
間
え
例
之
通
、
通
帳
ヲ
以
達
込
候
事
１１９
安
政
三
年
二
月
栗
原
伊
左
衛
門
三
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
三
女
、
入
江
佐
左
衛
門
と
縁
組
仕
婚
姻
も
相
整
候
之
処
、
少
々
故
障
之
儀
御
座
候
ニ
付
、
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
申
上
候
、
以
上
二
月
栗
原
伊
左
衛
門
安
政
三
年
二
月
十
四
日
右
之
書
付
小
笠
原
備
前
殿
・
朽
木
内
匠
殿
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
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機
密
間
え
達
込
候
事
１２０
安
政
三
年
二
月
山
崎
瀬
兵
衛
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
覚
私
娘
、
水
足
七
郎
助
嫡
子
水
足
左
助
と
縁
組
仕
置
候
処
、
不
在
付
ニ
御
座
候
間
、
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
以
上
正
月
山
崎
瀬
兵
衛
安
政
三
年
辰
二
月
右
書
付
藪
三
左
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１２１
安
政
三
年
五
月
長
塩
彦
蔵
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
同
姓
長
塩
庄
兵
衛
養
子
長
塩
彦
蔵
儀
、
林
九
八
郎
娘
と
安
政
二
年
二
月
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
往
々
家
事
之
世
話
等
も
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
五
月
長
塩
新
兵
衛
安
政
三
年
辰
六
月
朔
日
右
書
付
小
笠
原
備
前
殿
・
朽
木
内
匠
殿
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１２２
安
政
三
年
六
月
同
妻
方
覚
覚
私
二
女
、
長
塩
庄
兵
衛
養
子
長
塩
彦
蔵
と
安
政
二
年
二
月
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
罷
成
、
往
々
家
事
之
世
話
等
も
届
兼
候
ニ
付
、
此
節
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
五
月
林
九
八
郎
安
政
三
年
六
月
朔
日
右
藪
三
左
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事１２３
安
政
三
年
六
月
妹
尾
佐
七
左
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
同
役
覚
覚
私
相
役
妹
尾
佐
七
左
衛
門
儀
、
永
田
武
右
衛
門
養
妹
と
嘉
永
四
年
嫁
娶
仕
居
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
ハ
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
五
月
神
足
十
郎
助
安
政
三
年
六
月
二
日
右
書
付
遠
坂
助
右
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
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達
込
候
事
１２４
安
政
三
年
八
月
渡
辺
一
郎
左
衛
門
伯
母
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
伯
母
、
和
田
彦
左
衛
門
隠
居
和
田
黙
阿
と
縁
組
仕
せ
置
候
処
、
祖
母
気
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
八
月
渡
辺
一
郎
左
衛
門
安
政
三
年
八
月
廿
四
日
右
之
書
付
朽
木
内
匠
殿
・（
マ
マ
）
上
小
笠
原
備
前
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
四
安
政
三
年
九
月
松
下
亀
喜
養
妹
養
女
に
遣
す
も
離
縁
差
戻
し
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
養
方
之
妹
、
志
水
季
四
郎
養
女
ニ
仕
、
聟
養
子
奉
願
、
未
タ
婚
姻
は
整
不
申
候
之
処
、
病
身
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
此
節
私
方
え
引
取
せ
申
候
、
此
段
御
届
仕
候
、
以
上
九
月
松
下
亀
喜
坂
崎
忠
左
衛
門
殿
九
月
十
三
日
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
え
達
込
候
事
１２５
安
政
三
年
九
月
岡
田
甚
十
郎
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
嫡
子
岡
田
甚
十
郎
儀
、
中
嶋
次
右
衛
門
娘
と
嫁
娶
仕
置
候
処
、
家
風
ニ
合
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
可
然
様
被
成
御
達
可
被
下
候
、
以
上
九
月
御
側
御
勤
頭
也
岡
田
甚
五
左
衛
門
同
役
也
松
村
十
之
進
殿
九
月
十
五
日
右
之
書
付
小
笠
原
備
前
殿
・
朽
木
内
匠
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
来
候
ニ
付
、
機
局
へ
達
込
候
之
事
１２６
安
政
三
年
九
月
村
山
四
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
嫡
子
村
山
四
兵
衛
儀
、
中
山
平
左
衛
門
養
方
之
妹
と
嫁
娶
仕
候
処
、
家
風
合
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
可
然
様
奉
願
候
、
以
上
九
月
御
留
守
居
御
番
方
組
脇
也
村
山
甚
助
加
々
尾
市
太
殿
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安
政
三
年
九
月
廿
九
日
右
書
付
益
田
弥
一
右
衛
門
よ
り
添
翰
ニ
て
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１２７
安
政
三
年
十
月
大
河
原
次
郎
九
郎
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
同
姓
大
河
原
次
郎
九
郎
儀
、
志
水
新
之
丞
姉
と
後
妻
縁
組
願
之
通
被
仰
付
、
婚
姻
相
整
居
申
候
処
、
病
気
ニ
付
、
此
節
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
月
大
河
原
儀
左
衛
門
安
政
三
年
十
月
廿
一
日
右
書
付
頼
母
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
へ
達
込
候
事１２８
安
政
三
年
十
月
須
佐
美
権
之
允
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
須
佐
美
権
之
允
娘
ヲ
落
合
半
次
郎
妻
ニ
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
私
よ
り
御
達
仕
候
、
以
上
十
月
有
吉
清
九
郎
安
政
三
年
十
月
廿
八
日
右
書
付
備
前
殿
・
内
匠
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１２９
安
政
三
年
十
月
同
口
上
覚
覚
私
三
女
嘉
永
六
年
十
二
月
落
合
半
次
郎
後
妻
ニ
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
合
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
月
須
佐
美
権
之
允
安
政
三
年
十
月
晦
日
右
書
付
松
野
亘
・
片
山
多
門
添
翰
ニ
て
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１３０
安
政
三
年
十
一
月
江
戸
詰
安
田
新
次
郎
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
安
田
新
次
郎
娘
、
矢
野
彦
左
衛
門
嫡
子
矢
野
司
馬
太
と
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
、
十
一
月
安
田
新
次
郎
右
新
次
郎
儀
江
戸
詰
ニ
付
、
66
私
よ
り
御
達
仕
候
財
津
源
之
進
安
政
三
年
辰
十
一
月
二
日
右
書
付
御
用
人
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事１３１
安
政
三
年
十
一
月
中
根
丈
右
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
養
子
中
根
丈
右
衛
門
儀
、
上
田
新
兵
衛
妹
と
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
付
、
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
一
月
中
根
次
左
衛
門
安
政
三
年
十
一
月
十
四
日
右
書
付
組
頭
藪
三
左
衛
門
添
翰
ニ
て
達
有
之
候
事
１３２
安
政
四
年
二
月
大
西
勘
十
郎
後
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
大
西
勘
十
郎
儀
、
和
田
震
七
郎
娘
と
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
申
候
間
、
双
方
申
談
、
和
談
ヲ
以
、
相
引
離
縁
仕
候
段
、
江
戸
表
よ
り
申
越
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
二
月
津
田
太
納
安
政
四
年
二
月
二
日
右
書
付
御
裏
方
御
用
人
よ
り
添
紙
面
ニ
て
達
有
之
候
事
１３３
安
政
四
年
五
月
井
上
加
右
衛
門
二
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
井
上
加
右
衛
門
二
女
、
不
破
太
直
妻
ニ
遣
置
申
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
私
よ
り
御
達
仕
候
、
以
上
巳
五
月
井
上
久
之
允
安
政
四
年
五
月
十
六
日
右
書
付
朽
木
内
匠
殿
・
三
淵
志
津
摩
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１３４
安
政
四
年
閏
五
月
磯
谷
半
兵
衛
妹
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
妹
、
清
田
八
左
衛
門
妻
ニ
遣
置
候
処
、
家
風
ニ
合
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
閏
五
月
磯
谷
半
兵
衛
安
政
四
年
丁
巳
閏
五
月
九
日
右
書
付
松
野
亘
・
片
山
多
門
方
よ
り
添
翰
ニ
て
達
有
之
候
ニ
付
、
如
例
機
密
間
え
達
込
候
事
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１３５
安
政
四
年
閏
五
月
志
水
平
十
郎
養
妹
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
養
方
妹
、
嘉
永
六
年
六
月
中
川
吟
之
助
妻
ニ
嫁
娶
仕
置
候
処
、
家
風
ニ
合
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
閏
五
月
志
水
平
十
郎
安
政
四
年
閏
五
月
九
日
右
書
付
坂
崎
忠
左
衛
門
方
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
如
例
機
密
間
え
達
込
候
事
１３６
安
政
四
年
閏
五
月
清
田
八
左
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
妻
、
磯
谷
半
兵
衛
妹
ニ
て
御
座
候
処
、
家
風
ニ
合
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
閏
五
月
清
田
八
左
衛
門
安
政
四
年
巳
閏
五
月
十
日
右
書
付
藪
三
左
衛
門
よ
り
添
翰
に
て
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
え
達
込
候
事
１３７
安
政
四
年
閏
五
月
沢
村
尉
左
衛
門
叔
母
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
叔
母
、
細
川
山
城
守
様
御
家
来
河
嶋
七
右
衛
門
と
、
嘉
永
五
年
三
月
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
行
届
不
申
候
間
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
致
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
閏
五
月
沢
村
尉
左
衛
門
安
政
四
年
閏
五
月
十
四
日
右
書
付
朽
木
内
匠
殿
・
三
淵
志
津
摩
殿
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
え
達
込
候
事
１３８
安
政
四
年
閏
五
月
福
田
次
郎
右
衛
門
娘
嫁
娶
前
婚
姻
解
消
に
つ
き
覚
覚
私
娘
、
生
駒
九
左
衛
門
嫡
子
生
駒
新
太
郎
と
縁
組
、
願
之
通
被
仰
出
未
嫁
娶
は
不
仕
候
処
、
内
輪
無
拠
様
子
御
座
候
付
て
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
閏
五
月
福
田
次
郎
右
衛
門
安
政
四
年
閏
五
月
廿
七
日
右
書
付
鎌
田
軍
之
助
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
添
翰
共
機
密
間
え
達
込
候
事
68
１３９
安
政
四
年
六
月
都
築
輔
佐
彦
嫁
娶
前
婚
姻
解
消
に
つ
き
覚
覚
私
相
続
之
二
男
都
築
輔
佐
彦
儀
、
稲
津
角
之
允
嫡
女
と
縁
組
願
之
通
被
仰
付
置
、
未
タ
嫁
娶
仕
不
申
候
処
、
様
子
有
之
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
都
築
四
郎
１４０
安
政
四
年
六
月
同
妻
方
覚
覚
私
娘
、
都
築
四
郎
相
続
之
二
男
都
築
輔
佐
彦
と
縁
組
願
之
通
被
仰
付
置
、
未
タ
嫁
娶
仕
不
申
候
処
、
様
子
有
之
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
稲
津
角
之
允
安
政
四
年
六
月
廿
九
日
右
書
付
両
通
長
岡
監
物
殿
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
え
達
込
候
事
１４１
安
政
四
年
八
月
柏
原
新
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
同
姓
柏
原
新
兵
衛
儀
、
長
岡
内
膳
殿
養
妹
と
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
付
、
和
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
八
月
六
日
柏
原
次
郎
四
郎
安
政
四
年
八
月
七
日
右
書
付
藪
三
左
衛
門
殿
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１４２
安
政
四
年
九
月
志
水
一
学
妻
嫁
娶
前
婚
姻
解
消
に
つ
き
覚
覚
私
養
子
志
水
一
学
儀
、
三
野
四
郎
左
衛
門
末
女
と
縁
組
願
之
通
被
仰
付
婚
礼
相
整
居
候
処
、
様
子
有
之
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
九
月
志
水
喜
四
郎
安
政
四
年
九
月
十
九
日
右
書
付
頼
母
殿
よ
り
添
翰
ニ
て
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
え
達
込
候
事
１４３
安
政
四
年
九
月
同
妻
方
覚
覚
私
末
女
、
志
水
季
四
郎
養
子
志
水
一
学
と
縁
組
仕
置
候
処
、
彼
之
方
家
風
ニ
合
兼
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
九
月
三
野
四
郎
左
衛
門
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安
政
四
年
九
月
十
九
日
右
書
付
堀
丹
右
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
え
達
込
候
事
１４４
安
政
四
年
九
月
林
才
兵
衛
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
名
跡
相
続
林
才
兵
衛
儀
、
末
藤
新
右
衛
門
妹
と
安
政
四
年
閏
五
月
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
九
月
林
九
八
郎
安
政
四
年
九
月
廿
九
日
右
書
付
藪
三
左
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
え
達
込
候
事
１４５
安
政
四
年
九
月
同
妻
方
覚
覚
私
妹
、
林
九
八
郎
名
跡
相
続
林
才
兵
衛
妻
ニ
遣
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
九
月
末
藤
新
右
衛
門
安
政
四
年
九
月
廿
九
日
右
書
付
志
津
摩
殿
・
内
匠
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
え
達
込
候
事
１４６
安
政
四
年
十
二
月
斎
藤
又
左
衛
門
二
女
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
二
女
、
松
村
十
之
進
養
子
松
村
烈
之
介
妻
ニ
遣
置
申
候
処
、
同
人
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
仕
、
私
方
ニ
引
取
置
申
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
二
月
斎
藤
又
左
衛
門
安
政
四
年
十
二
月
廿
一
日
右
書
付
大
木
舎
人
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１４７
安
政
四
年
十
二
月
同
妻
方
覚
覚
私
養
子
松
村
烈
之
介
妻
、
斎
藤
又
左
衛
門
二
女
ニ
て
御
座
候
、
烈
之
介
儀
、
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
仕
、
向
方
え
差
返
申
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
十
二
月
松
村
十
之
進
十
二
月
廿
二
日
右
書
付
内
匠
殿
・
志
津
摩
殿
添
簡
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
70
局
え
達
込
候
事
１４８
安
政
五
年
二
月
石
寺
甚
助
妹
離
婚
に
つ
き
縁
家
口
上
覚
口
上
之
覚
私
縁
家
石
寺
甚
助
妹
、
宮
村
武
左
衛
門
と
嫁
娶
仕
居
申
候
処
、
病
身
ニ
て
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
可
然
様
奉
願
候
、
以
上
二
月
着
木
左
次
馬
拙
者
共
支
配
石
寺
甚
助
縁
家
着
木
左
次
馬
よ
り
之
別
（
カ
）
則
覚
書
一
通
相
達
申
候
、
以
上
二
月
廿
一
日
三
淵
志
津
摩
朽
木
内
匠
御
奉
行
衆
中
安
政
五
年
二
月
廿
一
日
右
之
覚
書
例
之
通
機
局
え
達
込
候
事
１４９
安
政
五
年
六
月
沢
村
宮
門
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
娘
妹
尾
佐
七
左
衛
門
妻
ニ
て
御
座
候
処
、
佐
七
左
衛
門
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
ニ
付
、
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
沢
村
宮
門
六
月
十
三
日
右
書
付
頼
母
殿
よ
り
添
簡
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
局
へ
達
込
候
事
１５０
安
政
五
年
六
月
小
田
原
九
郎
左
衛
門
妹
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
妹
、
清
田
儀
左
衛
門
と
安
政
四
年
四
月
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
合
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
小
田
原
九
郎
左
衛
門
六
月
十
七
日
右
内
匠
殿
・
市
左
衛
門
殿
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
局
へ
達
込
候
事
１５１
安
政
五
年
六
月
沢
村
宮
門
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
上
司
達
拙
者
組
脇
ニ
て
致
病
死
候
妹
尾
佐
七
左
衛
門
妻
、
沢
村
宮
門
娘
ニ
て
御
座
候
処
、
佐
七
左
衛
門
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
致
離
縁
、
郷
方
え
差
返
申
候
段
、
西
村
達
太
郎
よ
り
相
達
申
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
由
御
座
候
、
此
段
御
達
申
候
、
以
上
六
月
十
九
日
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御
奉
行
衆
中
志
水
平
十
郎
右
紙
面
機
局
へ
達
候
事
１５２
安
政
五
年
六
月
佐
藤
仙
太
郎
妻
婚
姻
直
後
離
婚
に
つ
き
達
覚
私
嫡
子
佐
藤
仙
太
郎
儀
、
稲
津
角
之
允
嫡
女
と
縁
組
願
之
通
被
仰
付
置
候
ニ
付
、
当
月
廿
二
日
夜
婚
姻
相
整
候
処
、
其
後
様
子
有
之
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
佐
藤
仙
九
郎
安
政
五
年
六
月
廿
九
日
右
舎
人
殿
よ
り
添
翰
ニ
て
達
有
之
候
ニ
付
、
機
局
へ
達
込
候
事
１５３
安
政
五
年
六
月
同
妻
方
覚
覚
私
嫡
女
、
佐
藤
仙
九
郎
嫡
子
佐
藤
仙
太
郎
と
縁
組
願
之
通
被
仰
付
置
候
ニ
付
、
当
月
廿
二
日
夜
婚
姻
相
整
申
候
処
、
其
後
様
子
有
之
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
稲
津
角
之
允
七
月
朔
日
右
書
付
内
匠
殿
・
市
左
衛
門
殿
よ
り
添
簡
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
へ
達
込
候
事
１５４
安
政
五
年
七
月
佐
藤
半
之
助
妻
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
覚
佐
藤
半
之
助
妻
、
三
野
四
郎
左
衛
門
娘
ニ
て
御
座
候
処
、
半
之
助
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
間
、
及
末
期
離
縁
仕
、
郷
方
え
差
返
申
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
七
月
丹
羽
源
兵
衛
安
政
五
年
七
月
五
日
右
御
中
老
よ
り
添
簡（マ
マ
）面
ニ
て
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
へ
達
込
候
事
１５５
安
政
五
年
七
月
同
妻
方
覚
覚
三
野
四
郎
左
衛
門
末
女
、
佐
藤
半
之
助
妻
ニ
て
御
座
候
処
、
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
ニ
付
、
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
七
月
三
野
四
郎
左
衛
門
右
四
郎
左
衛
門
留
守
支
配
三
野
嘉
右
衛
門
七
月
八
日
右
書
付
堀
丹
右
衛
門
方
よ
り
添
翰
を
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
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１５６
安
政
五
年
七
月
堀
内
三
娘
末
期
離
婚
に
つ
き
覚
覚
仁
保
太
兵
衛
妻
、
私
娘
ニ
て
御
座
候
処
、
太
兵
衛
儀
存
生
之
内
存
寄
御
座
候
由
ニ
て
、
及
末
期
離
縁
仕
、
私
方
へ
差
返
申
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
七
月
御
物
頭
列
御
医
師
触
役
也
堀
内
三
安
政
五
年
七
月
廿
二
日
右
之
通
相
達
候
ニ
付
、
機
局
へ
達
込
候
事
１５７
安
政
五
年
九
月
山
室
宗
全
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
娘
、
長
谷
川
賢
剰
相
続
之
二
男
長
谷
川
懋
安
妻
ニ
遣
置
候
処
、
病
気
差
起
、
家
事
不
呑
込
ニ
御
座
候
間
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
ハ
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
九
月
御
物
頭
列
触
役
ナ
リ
山
室
宗
全
安
政
五
年
九
月
廿
八
日
右
之
通
相
達
候
ニ
付
、
機
局
へ
達
込
１５８
安
政
五
年
九
月
内
藤
宗
民
娘
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
娘
、
岡
嶋
要
右
衛
門
と
後
妻
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
九
月
内
藤
宗
民
安
政
五
年
十
月
朔
日
右
、
御
用
人
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１５９
安
政
五
年
十
月
久
武
弥
平
左
衛
門
妹
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
妹
、
須
佐
美
半
之
助
後
妻
ニ
遣
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
月
久
武
弥
平
左
衛
門
安
政
五
年
十
月
八
日
右
書
付
大
木
舎
人
殿
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事１６０
安
政
五
年
十
一
月
清
水
数
馬
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
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清
水
縫
殿
嫡
子
清
水
数
馬
儀
、
小
笠
原
備
前
殿
嫡
女
と
縁
組
仕
置
候
処
、
家
風
合
兼
申
候
ニ
付
、
和
談
之
上
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
一
月
早
川
十
郎
兵
衛
安
政
五
年
十
一
月
八
日
右
書
付
早
川
十
郎
兵
衛
よ
り
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
密
間
へ
達
込
候
事
１６１
安
政
五
年
十
一
月
永
田
三
郎
兵
衛
養
姉
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
養
方
之
姉
、
吉
岡
甚
之
允
と
後
妻
縁
組
仕
せ
置
申
候
処
、
病
気
ニ
付
、
双
方
熟
談
之
上
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
十
一
月
永
田
三
郎
兵
衛
安
政
五
年
十
一
月
十
三
日
右
書
付
朽
木
内
匠
殿
・
有
吉
市
左
衛
門
殿
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１６２
安
政
六
年
四
月
西
山
大
衛
養
方
叔
母
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
養
方
之
叔
母
、
岡
田
平
八
名
跡
相
続
之
二
男
岡
田
左
平
次
妻
ニ
て
御
座
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
安
政
六四
月
西
山
大
衛
右
書
付
藪
三
左
衛
門
方
よ
り
添
簡
ニ
て
達
有
之
、
控
置
、
機
密
間
へ
達
込
候
事
１６３
安
政
六
年
四
月
同
夫
方
覚
覚
私
名
跡
相
続
之
二
男
岡
田
左
平
次
妻
、
西
山
大
衛
養
方
之
伯
母
ニ
て
御
座
候
処
、
家
風
ニ
合
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
四
月
岡
田
平
八
安
政
六
四
月
十
日
右
書
付
有
吉
将
監
殿
添
翰
ニ
て
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
密
間
へ
達
込
候
事
１６４
安
政
六
年
五
月
八
木
田
久
右
衛
門
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
嫡
子
八
木
田
久
右
衛
門
儀
、
塩
山
牛
右
衛
門
娘
と
嫁
娶
仕
せ
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
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縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
五
月
八
木
田
甚
兵
衛
安
政
六
年
己
未
五
月
廿
二
日
右
書
付
藪
三
左
衛
門
添
翰
を
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１６５
安
政
六
年
五
月
河
喜
多
治
部
右
衛
門
養
妹
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
養
妹
、
堀
尾
十
郎
左
衛
門
妻
ニ
弘
化
三
年
七
月
遣
置
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
五
月
河
喜
多
治
部
右
衛
門
安
政
六
年
己
未
五
月
廿
五
日
右
書
付
朽
木
内
匠
殿
よ
り
添
翰
を
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１６６
安
政
六
年
五
月
金
森
七
之
助
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
嫡
子
金
森
七
之
助
妻
、
児
玉
式
右
衛
門
娘
ニ
て
御
座
候
、
病
気
ニ
罷
成
、
家
事
之
世
話
等
届
兼
候
ニ
付
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
五
月
金
森
兵
左
衛
門
右
兵
左
衛
門
儀
江
戸
詰
ニ
付
、
私
よ
り
御
達
仕
候
熊
谷
伝
之
助
安
政
六
年
五
月
廿
七
日
右
書
付
藪
三
左
衛
門
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
局
へ
達
込
候
事
１６７
安
政
六
年
六
月
佐
分
利
平
次
郎
妻
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
佐
分
利
十
右
衛
門
嫡
子
佐
分
利
平
次
郎
儀
、
上
羽
左
納
伯
母
と
縁
組
仕
置
申
候
処
、
家
風
ニ
合
不
申
候
ニ
付
、
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
佐
分
利
権
平
安
政
六
年
六
月
廿
日
右
書
付
朽
木
内
匠
殿
・
三
淵
志
津
摩
殿
、
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１６８
安
政
六
年
六
月
青
地
源
右
衛
門
養
妹
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
養
妹
儀
、
不
破
敬
之
助
と
縁
組
仕
せ
置
申
候
処
、
昨
春
以
来
病
気
罷
成
、
当
春
よ
り
は
弥
以
容
躰
差
重
、
（
根
）
混
気
義
薄
相
成
、
家
事
之
世
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話
等
行
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
昨
日
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
六
月
廿
一
日
青
地
源
右
衛
門
安
政
六
年
六
月
廿
二
日
右
書
付
御
中
老
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
局
へ
達
込
候
事
、
以
上
１６９
安
政
六
年
七
月
尾
藤
助
之
丞
末
女
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
末
女
、
西
光
寺
と
縁
組
仕
せ
置
候
処
、
家
風
不
呑
込
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
申
候
、
以
上
七
月
尾
藤
助
之
丞
七
月
十
九
日
右
書
付
松
野
亘
方
よ
り
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
控
置
、
機
密
間
え
達
込
候
事
１７０
安
政
六
年
七
月
金
森
兵
左
衛
門
養
妹
離
婚
に
つ
き
口
上
覚
口
上
之
覚
私
養
方
之
妹
、
松
浦
十
郎
左
衛
門
妻
ニ
縁
組
仕
置
候
処
、
病
気
ニ
て
、
家
事
之
世
話
届
兼
候
ニ
付
、
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
不
仕
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
七
月
金
森
兵
左
衛
門
兵
左
衛
門
江
戸
詰
ニ
付
、
私
留
守
支
配
仕
候
金
森
七
之
助
１７１
安
政
六
年
七
月
林
才
兵
衛
後
妻
離
婚
に
つ
き
覚
覚
私
名
跡
相
続
林
才
兵
衛
後
妻
、
太
田
七
左
衛
門
姉
ニ
て
御
座
候
処
、
病
気
ニ
罷
成
、
往
々
家
事
之
世
話
等
も
難
出
来
、
双
方
申
談
、
相
引
離
縁
仕
候
、
尤
義
絶
は
仕
不
申
候
、
此
段
御
達
仕
候
、
以
上
七
月
林
九
八
郎
七
月
廿
七
日
右
書
付
両
通
藪
三
左
衛
門
添
翰
ヲ
以
達
有
之
候
ニ
付
、
機
密
間
え
達
込
候
事
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